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事後評価

社会資本総合整備計画

【人・モノの交流拡大につながる活力ある岐阜県づくり】

県土整備部道路建設課
令和８年２月４日
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岐阜県
道路建設課社会資本整備総合交付金について

【評価事項】
①事業の進捗状況
②事業効果の発現状況
③成果目標の実現状況
④今後の方針

事後評価

社会資本整備総合交付金

社会資本総合整備計画の策定

事業実施

・課題に対して定量的な目標（指標）を設定

・地域が抱える政策課題を地方公共団体自ら抽出

・目標を達成するために必要なる事業箇所を選定

・整備計画の妥当性等を評価した後、計画を国土交通大臣に提出

・岐阜県事業評価監視委員会への意見聴取

・事後評価の結果の公表、国土交通大臣への報告
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岐阜県
道路建設課本計画の概要

人・モノの交流拡大につながる活力ある岐阜県づくり

■計画名

平成３１年度～令和５年度

■計画の期間

産業発展や観光振興及びまちづくりなど、地域の魅力を向上させる環境を整えると伴に、産業
拠点、観光・文化施設及び研究施設から高規格幹線道路ICや地域高規格道路へのアクセス
強化により相互の連携を促進するための道路整備を進め、活力ある県土を形成する。

■計画の目標

１．岐阜県内における2019年4月～2024年3月までに新たに立地する工場件数（件）
目標： H31年度 0件 → R5年度 185件

２．岐阜県内における年間（R5）の観光入込客数（万人）
目標： H31年度 4,556万人 → R5年度 4,853万人

■計画の成果目標（定量的指標）

道路整備事業（現道拡幅、バイパスなど）

■計画の対象
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岐阜県
道路建設課事業の進捗状況

計画位置付け箇所数整備計画名
うち、完了箇所数（実績）

13箇所97箇所

人・モノの交流拡大につながる
活力ある岐阜県づくり

総事業費
うち、交付金額（実績）

167億円1,342億円

■進捗状況表
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岐阜県
道路建設課完成事業について

※黄色着色の事業は代表事例として次ページにスライドあり

安全防災渋滞緩和事業期間事業内容総事業費事業名No.

○○H31～R3現道拡幅 L=3.1km1450(国)248号 山田バイパス1

○○H31～R5現道拡幅 L=0.9km451(国)248号 今工区2

○○H31～R5現道拡幅 L=0.5km300(国)248号 大藪IC工区3

○○H31～R4バイパス L=0.6km1736(主)岐阜美山線 折立Ⅰ工区4

○○H31～R5バイパス L=1.6km2000
(一)本庄揖斐川線 福島・長良
工区

5

○○R2～R5現道拡幅 L=2.24km4400(主)岐阜関ケ原線 十四条工区6

○○R2～R3現道拡幅 L=0.4km463(主)大和美並線 有坂工区7

○○H31～R5現道拡幅 L=1.3km893(一)大西瑞浪線 洞田工区8

○○R2～R5バイパス L=1.4km3500(一)上野関線 大矢田工区9

○○R2～R5現道拡幅 L=0.12km140
(主)恵那蛭川東白川線 畑薙橋
工区

10

○R3～R4現道拡幅 L=0.02km70(主)美濃洞戸線 安毛工区11

○○R3～R5現道拡幅 L=1.02km45(主)富加七宗線 間見峠工区12

○R4現道拡幅 L=0.6km20(一)富加坂祝線 黒岩工区13
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岐阜県
道路建設課効果の発現状況①（渋滞緩和）

（国）２４８号 山田バイパス
■整備箇所：関市倉知～関市山田
■全体延長：L=3,100m
■総事業費：約15億円
■完 成：令和3年度

○四車線化により慢性的な混雑解消
○東海北陸自動車道「関ＩＣ」へのアクセス性向上
○人・モノの交流拡大に寄与

長野県

滋賀県 中津川市

41

157

156

21
19

158

258

高山市

石川県

富山県

福井県

三重県

愛知県
多治見市大垣市

岐阜市 美濃加茂市

位 置 図 ○完成前後の状況((国)２４８号)

当工区

東海環状自動車道

整備後(混雑解消状況）整備前(混雑状況)

①

写真②写真①

(C)岐阜県

関ＩＣ

事業区間:L=3,100m

美濃関JCT

国道418号

国道248号
②
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岐阜県
道路建設課効果の発現状況② （渋滞緩和）

（主）岐阜美山線 折立I期工区
■整備箇所：岐阜市正木～岐阜市折立
■全体延長：L=576m
■総事業費：約28億円
■完 成：令和4年度

○並行する（主）岐阜大野線や（主）岐阜環状線等
周辺道路の渋滞解消

○東海環状自動車道「岐阜IC」へのアクセス性向上
○人・モノの交流拡大に寄与

長野県

滋賀県 中津川市

41

157

156

21
19

158

258

高山市

石川県

富山県

福井県

三重県

愛知県
多治見市大垣市

岐阜市 美濃加茂市

位 置 図 ○完成前後の状況(（主）岐阜美山線と並行する(主)岐阜大野線)

当工区 東海環状自動車道

整備後(混雑解消状況）整備前(混雑状況)

写真①写真①

(C)岐阜県

国
道
２
５
６
号

国道157号

事業区間:L=576m

岐阜IC

（主）岐阜大野線
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岐阜県
道路建設課効果の発現状況③ （安全・安心）

（一）上野関線 大矢田工区
■整備箇所：美濃市大矢田工区
■全体延長：L=1,400m
■総事業費：約26億円
■完 成：令和4年度

○バイパス整備による安全で円滑な通行を確保
○東海北陸自動車道「美濃IC」へのアクセス性向上
○人・モノの交流拡大に寄与

長野県

滋賀県 中津川市

41

157

156

21
19

158

258

高山市

石川県

富山県

福井県

三重県

愛知県
多治見市大垣市

岐阜市 美濃加茂市

位 置 図 ○完成前後の状況((一)上野関線)

当工区

東海環状自動車道

整備後(２車線確保）整備前(幅員狭小)

写真①写真①

(C)岐阜県

美濃ＩＣ

美濃関JCT

国
道
１
５
６
号

東
海
北
陸
自
動
車
道

事業区間:L=1,400m
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岐阜県
道路建設課計画の成果目標（定量的指標）の実現状況①

新規工場立地件数

■定量的指標

岐阜県内における2019年4月～2024年3月までに新たに立地する工場件数（件）

■定量的指標の算定式

■実現状況

達成状況実績計画

達成
R5末R5末岐阜県内における2019年4月～

2024年3月までに新たに立地する

工場件数（件） ２３３件１８５件

■目標達成要因
高規格幹線道路（東海環状自動車道、東海北陸自動車道）ICへのアクセス道路や周辺

道路の整備により、アクセス時間が短縮するなど、工業用地としての利便性が向上したと
考えられるため。
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岐阜県
道路建設課計画の成果目標（定量的指標）の実現状況②

観光客数

■定量的指標

岐阜県内における年間（R5）の観光入込客数（実人数）（万人）

■定量的指標の算定式

■実現状況

（参考）R6達成状況実績計画

4,470万人未達成
R5R5

岐阜県内における年間の観光
入込客数（万人） ４,３６５万人４,８５３万人

■目標未達成要因
新型コロナウイルス蔓延による出控えが影響し、観光入込客数が見込みより伸びなかったた

め。
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岐阜県
道路建設課まとめ

◆事業効果

◆定量的指標に関連する交付対象事業の効果の発現状況
・一部の目標値を達成することはできなかったが、産業の面から人・モノの交流拡大
に寄与したと考えられる。

◆今後の方針
・引き続き、さらなる人・モノの交流拡大に向けて社会資本総合整備計画の中で計画
的に道路整備を進めていく。

結果目標値目標と指標及び目標値の関連性定義指標
判定

達成２３３件１８５件
工業用地の利便性を高め、企業
誘致の促進に資する。

岐阜県内における2019年4月～2024年3月までに
新たに立地する工場件数

企業誘致件数

未達成４３６５万人４８５３万人
県内観光地へのアクセス性向上に
より観光客数の拡大を図る。

岐阜県内における令和５年度の年間観光入込客数
（実人数）

観光客数
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